
新型コロナウイルス感染拡大防止
のためのお願い

新型コロナウイルス感染症の相談めやす
コロナかな!?と思ったら

新しい生活様式をはじめよう
買い物
□ 通販も利用
□ １人または少人数ですいた時間に
□ 電子決済の利用
□ 計画をたてて素早く済ます

□ サンプルなど展示品への接触は
控えめに

□ レジに並ぶときは、
前後にスペース

娯楽、スポーツなど
□ 筋トレやヨガは自宅で動画を活用
□ ジョギングは少人数で
□ すれ違うときは距離をとるマナー
□ 予約制を利用してゆったりと

□ 狭い部屋での長居は無用
□ 歌や応援は、十分な
距離かオンライン

働き方の新しいスタイル
□ テレワークやローテーション勤務
□ 時差通勤でゆったりと
□ オフィスはひろびろと
□ 会議はオンライン

□ 名刺交換はオンライン
□ 対面での打合わせは
換気とマスク

公共交通機関の利用
□ 会話は控えめに
□ 混んでいる時間帯は避けて
□ 徒歩や自転車利用も併用する

食事
□ 持ち帰りや出前、デリバリーも
□ 屋外空間で気持ちよく
□ 大皿は避けて、料理は個々に
□ 対面ではなく横並びで座ろう

□ 料理に集中、おしゃべりは控え
めに

□ お酌、グラスやお猪口の回し飲み
は避けて

冠婚葬祭などの親族行事
□ 多人数での会食は避けて
□ 発熱や風邪の症状がある場合は
参加しない

新型コロナウイルスに関連する融資を受けながら、市内で事業活動を継続する
法人及び個人事業主に対する応援給付金を支給します。

【対象者】次の１～３要件をすべて満たす者
１  市内に事業所を有する法人または個人事業主
２  コロナ関連の融資制度の支援を受け、令和２
年２月３日以降に融資が実行されていること
（ただし、借換えした分については対象外）。

〈対象融資の例〉
中小企業セーフティネット資金、新型コロナウイルス感染症対応資
金、新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫、商工中金）など。

３  暴力団、暴力団員等反社会勢力に該当しないこと。

【給付金額】対象融資額の１％（上限20万円）
　※本社及び住民登録が市外の場合は上記の２分の１に相当する額
【受付期間】９月７日（月）～10月30日（金）
【申込方法】郵送での申請
〒900-8585 那覇市泉崎1丁目１番１号 ６階
那覇市 経済観光部 商工農水課 宛て
☎951-3212
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

那覇市頑張る事業者応援事業給付金(第3期)申請受付開始

聞き取りの結果、感染疑い
の方に帰国者・接触者外来
（非公開）を案内

これは令和２年８月時点での情報です。今後変更される可能性があります。

家族にお子様がいる人へ
小児については、小児科医による診
察が望ましいです。帰国者・接触者
相談センターやかかりつけ小児医療
機関に電話などでご相談ください。

119番へ救急通報

•高齢者
•妊婦
•糖尿病、心不全、
呼吸器疾患あり

•人工透析患者
•免疫抑制剤や抗がん
剤を使用中

など

息苦しさや強いだるさ、
高熱などの強い症状

発熱や咳など
比較的軽い風邪の症状

那覇市帰国者・接触者相談センター（那覇市保健所）

すぐに ４日以上続く
場合は必ず

聴覚に障がいのある方をはじめ、電話
での相談が難しい方はご利用ください

☎098-853-7971 平日８時～17時15分
休日９時～17時

FAX 098-853-7967
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特集

特集飼い主さん 募集中

の場合犬

の場合猫

無責任な餌やりはやめましょう
管理が出来ていない状態での餌やりは
猫も周囲の人も幸せではありません。

餌を放置すると猫以外の動物が集まったり、
害虫が発生したりします。

置き餌はせず、猫の排せつのことも考えて
きれいなまちを守りましょう。

室内飼育でも不妊・去勢手術を
病気の予防やストレスの軽減になり、

繁殖のための争いや脱走などを予防できます。
また、オスの場合は、あちこちに

尿をかけるスプレー行動の予防にもなります。

猫は室内で飼おう
外で生きる猫はケンカなどによる
ケガや病気、交通事故などが原因で
寿命は３～４年ほどと言われています。

危険から身を守るためにも
猫は室内で飼いましょう。

日頃の健康管理に気を付けよう
感染症予防のために

室内飼育でもワクチン接種や
定期的なノミ・ダニ駆除をしましょう。

しっかりつなごう
柵に囲まれた敷地内や屋内で飼う場合
以外は、放し飼いをしてはいけません。
犬による咬傷事故を防ぐため、

散歩のときは必ずリードをつけましょう。

狂犬病予防注射を受けよう
狂犬病は、人が発症するとほぼ100％
死亡する恐ろしい感染症です。
人と犬の健康のために、年1回
狂犬病予防注射を受けましょう。

周りの人と環境に配慮
鳴き声や毛の飛散、
排せつ物の放置などで

周りに迷惑をかけてはいけません。

鑑札と注射済票をつけよう
迷子になった時にも役立ち、

周囲の人への安心感にもつながります。
マイクロチップもお勧めです。

犬の登録
犬を飼い始めたら、
30日以内に市へ登録し

鑑札の交付を受けましょう。

3 2020年（令和２年）９月


